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１ 総括

（１）人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）１ 職員手当には退職手当を含まない。

２ 職員数は令和７年４月１日現在の人数である。また、任期付短時間勤務職員、暫定再任用職員（短時間勤務）、定年前再任用短時間勤

務職員及び会計年度任用職員を含まない。

３ 給与費については、任期付短時間勤務職員、暫定再任用職員（短時間勤務）及び定年前再任用短時間勤務職員の給与費が含まれてい

るが、会計年度任用職員の給与費は含まれていない。

（３）ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注）１ ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を用いて、

学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を１００として計算した指数。

２ （）書きの数値は、地域手当補正後ラスパイレス指数を指す。地域手当補正後ラスパイレス指数とは、地域手当を加味した地

域における国家公務員と地方公務員の給与水準を比較するため、地域手当の支給割合を用いて補正したラスパイレス指数。

（補正前のラスパイレス指数×（１＋当該団体の地域手当支給割合）／（１＋国の指定基準に基づく地域手当支給割合）により

算出。）
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３ 類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。

４ ラスパイレス指数（地域手当補正後ラスパイレス指数を含む）の算出に当たっては、60歳に達した日後の最初の４月１日以後

に支給される給料月額について、本来の給料月額の７割水準に設定される職員を除いている。

（４）社会と公務の変化に応じた給与制度の整備（給与制度のアップデート）の実施状況について

①給料表の見直し

［ 実施 ・ 未実施 ］

実施内容

②地域手当の見直し

実施内容

（支給割合）国基準２％に対し、北茨城市においては１％を支給。

（実施時期）令和７年４月１日より実施。段階的に支給割合を引き上げることとし、令和７年４月１日時点は

１％を支給。

③その他の見直し内容

２ 職員の平均給与月額、初任給等の状況

（１）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和７年４月１日現在）

①一般行政職

各年度の支給割合

令和７年度

国基準による支給割合 ２％

北茨城市の支給割合 １％

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国ﾍﾞｰｽ）

北 茨 城 市 41.0歳 320,493円 406,381円 334,601円

茨 城 県 41.5歳 330,542円 416,875円 377,411円

国 41.9歳 332,237円 ― 414,480円

類 似 団 体 42.3歳 325,941円 386,178円 355,674円

【概要】国家公務員給与においては、行政職俸給表(一)において３級から７級までの初号近辺の号俸をカ

ットし、これらの級の初号の俸給月額の引上げを行うとともに、８級から 10級の隣接する級間での俸給

月額の重なりの解消等を行っている。その他、各種手当について見直しを行っている。

（給料表の改定実施時期）令和７年４月１日

（内容）一般行政職の給料表について、国の見直し内容を踏まえ、行政職給料表(一)において３級から７級

までの初号近辺の号俸をカットし、これらの級の初号の俸給月額の引上げを行った。

他の給料表についても、一般行政職給料表との均衡を踏まえて見直しを実施。

扶養手当、通勤手当、単身赴任手当及び管理職員特別勤務手当等について、国と同様に見直しを実施。（令和

７年４月１日実施）
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②技能労務職

※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用している。（令和４年～令和６年度の３

ヶ年平均）

※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態等の点において完全に一致している

ものではない。

※年収ベースの「公務員（C）」及び「民間（D)」のデータは、それぞれ平均給与月額を１２倍したものに、

公務員においては前年度に支給された期末・勤勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を

加えた試算値である。

注 １ 「平均給料月額」とは、令和７年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。

２ 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべ

ての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものである。

また、「平均給与月額（国比較ベース）」は、比較のため、国家公務員と同じベース（＝時間外勤務手当等を除

いたもの）で算出している。

区 分

公 務 員 民 間 参考

平均

年齢
職員数

平均給料

月額

平均給与

月額

（A）

平均給与

月額

（国比較ベ

ース）

民間の

類似職種
平均年齢

平均給与

月額 （B)
A／B

北 茨 城 市 54.4歳 7人 358,657円 424,692円 366,933円 ― ― ― ―

う ち 清 掃 員 ― ― 363,400円 434,267円 383,699円
廃 棄 物

処 理 業
48.0歳 320,600円 1.35

うち学校給食

調 理 員
― ― ― ― ― 調 理 師 48.8歳 251,600円 ―

う ち 用 務 員 ― ― ― ― ― 用 務 員 49.1歳 223,500円 ―

う ち 運 転 手 ― ― 357,867円 423,096円 364,139円
自 家 用 乗 用

自動車運転手
63.0歳 183,300円 2.30

う ち そ の 他 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

茨 城 県 58.3歳 117人 305,014円 347,991円 330,606円 ― ― ― ―

国 51.3歳 1,703人 294,567円 ― 337,907円 ― ― ― ―

類 似 団 体 51.7歳 12人 299,324円 330,782円 311,434円 ― ― ― ―

区 分

参 考

年収ベース（試算値）の比較

公務員（C） 民 間（D） C／D

北茨城市 ― ― ―

うち清掃員 7,015,371円 4,457,900円 1.57

うち学校給食調理員 ― 3,279,100円 ―

うち用務員 ― 3,040,300円 ―

うち運転手 6,801,539円 2,425,700円 2.80
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（２）職員の初任給の状況（令和７年４月１日現在）

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和７年４月１日現在）

３ 一般行政職の級別職員数等の状況

（１）一般行政職の級別職員数の状況（令和７年４月１日現在）

（注）１ 北茨城市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。

２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

区 分 北茨城市 茨城県 国

一般行政職
大 学 卒 220,000円 225,600円 220,000円

高 校 卒 188,000円 194,500円 188,000円

技能労務職 高 校 卒 185,700円 192,500円 ―

区 分 経験年数１０年 経験年数２０年 経験年数２５年 経験年数３０年

一般行政職
大学卒 287,300円 ― 373,700円 394,850円

高校卒 260,400円 ― ― ―

技能労務職
高校卒 ― ― ― 355,650円

中学卒 ― ― ― ―

区 分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１号級の

給料月額

最高号級の

給料月額

１級 主事、主事補 23人 11.8% 183,500円 258,100円

２級 主幹 33人 16.9% 230,000円 308,500円

３級 係長、主任 69人 35.4% 265,300円 354,700円

４級
室長、主査、課長補佐、

副主査
35人 17.9% 298,800円 386,100円

５級 課長 10人 5.1% 321,300円 398,200円

６級 次長、参事、副参事 18人 9.2% 355,200円 415,700円

７級 部長、次長 7人 3.6% 408,300円 450,900円
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（注） 平成１８年に９級制から７級制に変更している。（旧給料表の１級及び２級並びに４級及び５級をそれぞれ統合）

１級, 11.8% １級, 12.1% １級, 14.5%

２級, 16.9%
２級, 19.6%

２級, 26.1%

３級, 35.4%
３級, 33.2%

３級, 21.3%

４級, 17.9% ４級, 17.6% ４級, 21.3%

５級, 5.1% ５級, 6.5% ５級, 7.2%

６級, 9.2% ６級, 7.5% ６級, 6.2%

７級, 3.6% ７級, 3.5% ７級, 3.4%
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（２）国との給料表カーブ比較表（行政職（一））（令和７年４月１日現在）

北茨城市（R７）

国家公務員（R７)

（百円）
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（３）昇給への人事評価の活用状況（北茨城市）

４ 職員の手当の状況

（１）期末手当・勤勉手当

（注）（ ）内は、暫定再任用職員及び定年前再任用短時間勤務職員に係る支給割合である。

○勤勉手当への人事評価の活用状況（一般行政職） （北茨城市）

令和７年４月２日から令和８年４月１日

までにおける運用
管理職員 一般職員

イ 人事評価を活用した ○ ○

活用している昇給区分
昇給可能な

区分

昇給実績が

ある区分

昇給可能な

区分

昇給実績が

ある区分

上位、標準、下位の区分 ○ ○

上位、標準の区分

標準、下位の区分

標準の区分のみ（一律）

ロ 人事評価を活用していない

活用予定時期

北茨城市 茨城県 国

１人当たり平均支給額（Ｒ６年度）

１，６１９千円

１人当たり平均支給額（Ｒ６年度）

１，９１０千円
―

（令和６年度支給割合）

期末手当 勤勉手当

２．５０月分 ２．１０月分

（１．４００）月分 （１．０００）月分

（令和６年度支給割合）

期末手当 勤勉手当

２．５０月分 ２．１０月分

（１．４００）月分 （１．０００）月分

（令和６年度支給割合）

期末手当 勤勉手当

２．５０月分 ２．１０月分

（１．４００）月分 （１．０００）月分

（加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算

措置

・役職加算 ５％～１５％

（加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算

措置

・役職加算 ５％～２０％

・管理職加算 １５％～２５％

（加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算

措置

・役職加算 ５％～２０％

・管理職加算 １０％～２５％

令和６年度中における運用 管理職員 一般職員

イ． 人事評価を活用している ○ ○

活用している成績率
支給可能な成

績率

支給実績があ

る成績率

支給可能な成

績率

支給実績があ

る成績率

上位、標準、下位の成績率 ○ ○ ○ ○

上位、標準の成績率

標準、下位の成績率

標準の成績率のみ（一律）

ロ． 人事評価を活用していない

活用予定時期
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（２）退職手当（令和７年４月１日現在）

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、令和6年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。

（３）地域手当

北茨城市 国

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 19.6695月 24.586875月 勤続２０年 19.6695月 24.586875月

勤続２５年 28.0395月 33.27075月 勤続２５年 28.0395月 33.27075月

勤続３５年 39.7575月 47.709月 勤続３５年 39.7575月 47.709月

最高限度額 47.709月 47.709月 最高限度額 47.709月 47.709月

その他の加算措置 定年前早期退職特例 その他の加算措置 定年前早期退職特例

措置（割増率2～20％） 措置（割増率2～45％）

1人当たり平均支給額 6,187千円 19,821千円

支 給 実 績（６年度決算） ０千円

支給職員１人当たり平均支給年額（６年度決算） ０円

支給対象地域 支給割合 支給対象職員数 国の制度（支給割合）

北茨城市 ０ ％ ０人 ０％

支給割合が国の制度

による支給割合を上

回る場合、

その理由
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（４）特殊勤務手当（令和７年４月１日現在）

（５）時間外勤務手当

支給実績（令和６年度決算） ４，７５１千円

支給職員１人当たり平均支給年額（令和６年度決算） ４８，４８２円

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和６年度） ２９．５％

手当の種類（手当数） １３

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務

支給実績

（令和６年度決

算）

左記職員に対する支給単価

税務手当 税務職員
市税の滞納整理、財産差押

え
127千円

公売…400円／回

財産差押え…400円／回

感染症防疫作業手

当
感染症防疫に従事する職員

病原体の付着した物件の処

理
－千円 400円／日

行旅死亡人・変死

人処理手当

行旅死亡人・変死人の処理に従事

する職員
行旅死亡人・変死人の処理 －千円 5,000円／回

社会福祉業務手当

社会福祉業務現業員、査察指導

員、身体障害者福祉主事、児童福

祉司

左の者がその業務に従事し

た場合に支給
659千円 200円／日

植物防疫作業手当 植物防疫作業に従事する職員
人体に有害な薬品を取扱う

植物防疫作業
－千円 400円／日

ごみ収集作業手当 ごみ収集作業に従事する職員 ごみ収集作業 184千円 500円／日

動物死体処理手当 動物死体処理に従事する職員 動物死体処理 88千円 400円／日

火葬手当 火葬に従事する職員 火葬場における死体の火葬 0千円 1,000円／回

舗装工事手当 舗装工事に従事する職員
スプレヤー取扱、上層工作

業
－千円 500円／日

救急業務手当 消防職員
傷病者の医療機関等への緊

急搬送業務
3,537千円

救急救命士 510円／回

その他職員 200円／回

地籍調査作業手当 地籍調査業務に従事する職員 境界確認、測量 160千円 200円／日

蜂駆除作業手当 蜂駆除に従事する職員
スズメバチ駆除に従事した

場合に支給
0千円 500円／回

外国勤務手当 外国勤務職員
海外事務所に駐在し業務に

当たる場合に支給
－千円 －

支給実績（令和６年度決算） １０６，９６５千円

支給職員１人当たり平均支給年額（令和６年度決算） ４０７千円

支給実績（令和５年度決算） ９６，０５６千円

支給職員１人当たり平均支給年額（令和５年度決算） ３５６千円



10

（６）その他の手当（令和７年４月１日現在）

手当名 内容及び支給単価
国の制度

との異同

国の制度と

異なる内容

支給実績

(令和６年度決算)

支給職員１人当たり

平 均 支 給 年 額

(令和６年度決算)

扶 養 手 当

○子 11,500円／月
○子以外の扶養親族

1人につき6,500円／月
○満16歳の年度初めから満22歳の年度末ま
での子がいる場合の加算額

１人につき5,000円／月

同じ 28,706千円 224,266円

住 居 手 当
○月額16,000円以上支払っている職員に対し
家賃等の額に応じ 最高月額 28,000円

同じ 17,430千円 322,778円

通 勤 手 当

○交通機関利用者 最高月額 55,000円

○自動車等使用者 距離に応じ

2,400円／月～33,200円／月

○高速道路等利用者（通勤距離等を考慮する

必要がある場合のみ）

高速道路等利用料の片道分

異なる

自動車使用

者に限り、距

離に応じ月

400 円 ～

1,600 円 の

加算あり

21,575千円 73,136円

管 理 職 手 当

○支給額
部長：65,000円、次長：50,000円、
参事：45,000円、副参事：43,000円、
課長：40,000円、室長・主査：35,000円、
課長補佐：30,000円

同じ 42,912千円 451,705円

休日勤務手当

祝日法における休日及び年末年始の休日に勤
務した場合に支給
支給額＝1時間当たりの給与額×135／100×

勤務時間数

同じ 17,126千円 231,432円

夜間勤務手当

正規の勤務時間として午後10時から翌朝午前
5時に勤務した場合に支給
支給額＝1時間当たりの給与額×25／100×

勤務時間数

同じ 3,197千円 71,044円

宿 日 直 手 当
市役所日直…4,500円／回

（年末年始：8,000円／回）
異なる 国4,200円 2,583千円 17,453円

単身赴任手当
基本額30,000円に距離に応じ、8,000円から

70,000円を加えた額
同じ 0千円 0円

災害派遣手当

災害応急対策又は災害復旧のため派遣された

職員に対し、本市に滞在する期間、施設の区分

に応じ、3,970円／日～6,620円／日を支給。

0千円 0円

管理職員特別

勤 務 手 当

管理職員が、臨時又は緊急の必要により、週休
日、休日、年末年始の休日に勤務した場合支給。
部長・参事：8,000円／回
副参事・課長・主査：6,000円／回
課長補佐：4,000円／回
（勤務時間が6時間超の場合はそれぞれ
150／100を乗じた額）

同じ 2,716千円 14,370円
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５ 特別職の報酬等の状況（令和７年４月１日現在）

（注）退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当

の見込額である。

６ 職員数の状況

（１）部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年４月１日現在）

（注）１ 職員数は一般職に属する職員数である。

２ ［ ］内は、条例定数の合計である。

区 分 給 料 月 額 等

給

料

（参考）類似団体における最高／最低額

市 長

副 市 長

８７０，０００円

７１４，０００円

980,000円 ／ 525,700円

794,000円 ／ 495,700円

報

酬

議 長

副 議 長

議 員

４６１，０００円

４１３，０００円

３９１，０００円

530,000円 ／ 327,000円

470,000円 ／ 279,000円

450,000円 ／ 259,000円

期

末

手

当

市 長

副 市 長

（令和６年度支給割合）

３．４０月分

議 長

副 議 長

議 員

（令和６年度支給割合）

３．４０月分

退
職
手
当

（算定方式） （1期の手当額） （支給時期）

市 長

副 市 長

870,000円×在職年数×550／100 1,914万円 （任期毎）

714,000円×在職年数×310／100 885万円 （任期毎）

区分

部門

職 員 数
主 な 増 減 理 由

令和６年 令和７年 増減数

普

通

会

計

部

門

一

般

行

政

部

門

議 会

総 務 ・ 企 画

税 務

民 生

衛 生

農 林 水 産

商 工

土 木

５

７０

２１

２９

２５

２１

７

１９

５

６７

２１

２９

２６

２０

７

１８

△３

１

△１

△１

＜参考＞

人口１万人当たり職員数 ４８．２３人

（類似団体の人口１万人当たりの職員数 ７０．５２人）

計 １９７ １９３ △４

教 育 ２８ ２８

消 防 ７８ ７４ △４

小 計 ３０３ ２９５ △８

＜参考＞

人口１万人当たり職員数 ７３．７２人

（類似団体の人口１万人当たりの職員数 ９０．７５人）

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病 院

水 道

下 水 道

そ の 他

１７５

１５

７

２２

１７６

１５

６

２３

１

△１

１

小 計 ２１９ ２２０ １

合 計
５２２

［５７０］

５１５

［５７０］
△７

＜参考＞

人口１万人当たり職員数 １２８．７０人



12

（２）年齢別職員構成の状況（令和７年４月１日現在）

（３）職員数の推移 （単位：人・％）

（注）１ 各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

区 分

２０歳 ２０歳 ２４歳 ２８歳 ３２歳 ３６歳 ４０歳 ４４歳 ４８歳 ５２歳 ５６歳 ６０歳

計～～～～～～～～～～～

未満 ２３歳 ２７歳 ３１歳 ３５歳 ３９歳 ４３歳 ４７歳 ５１歳 ５５歳 ５９歳 以上

職員数 ６ ３０ ４１ ６４ ６７ ５１ ３２ ５６ ５２ ６４ ４８ ４ ５１５

年 度

部門別
令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 過去５年間の増減数(率)

一 般 行 政 ２０９ ２０７ ２０５ ２０４ １９７ １９３ △１６（△ ７．７％）

教 育 ３１ ３３ ３１ ２７ ２８ ２８ △ ３（△ ９．７％）

消 防 ７７ ７６ ７７ ７９ ７８ ７４ △ ３（△ ３．９％）

普 通 会 計 計 ３１７ ３１６ ３１３ ３１０ ３０３ ２９５ △２２（△ ６．９％）

公営企業等会計計 ２０７ ２１３ ２２２ ２１８ ２１９ ２２０ １３（ ６．３％）

総 合 計 ５２４ ５２９ ５３５ ５２８ ５２２ ５１５ △１４（△ ２．７％）
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７ 公営企業職員の状況

（１）水道、工業用水道事業

①職員給与費の状況

ア 決算

（注）１ 職員手当には退職手当を含まない。

２ 職員数は令和７年３月３１日現在の人数である。

②職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（令和７年４月１日現在）

（注） 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。

③職員の手当の状況

ア 期末手当・勤勉手当

（注）（ ）内は、暫定再任用職員及び定年前再任用短時間勤務職員に係る支給割合である。

区 分 事 業
総 費 用

（Ａ）

純損益又は

実質収支

職員給与費

（Ｂ）

総費用に占める

職員給与費比率

（Ｂ/Ａ）

(参考)

Ｒ５年度総費用に占

める職員給与費比率

Ｒ６年度 水 道

工業用水道

千円 千円 千円 ％ ％

1,054,599

164,154

31,549

△20,287

101,994

0

9.7

0

10.0

0.0

区 分 事業
職員数

（Ａ）

給 与 費 一人当た

り給与費

（Ｂ/Ａ）

（参考）
市町村平均
一人当たり
給与費給 料 職員手当 期末勤勉手当

計

（Ｂ）

Ｒ６年度 水 道

工 水

人 千円 千円 千円 千円 千円 千円

17

0

66,384

0

8,976

0

26,634

0

101,994

0

6,000

0

6,339

0

区 分 事業 平均年齢 基本給 平均月収額

北茨城市 水 道 44.7歳 350,071円 564,572円

団体平均 水 道 45.8歳 345,838円 524,813円

北茨城市（水道、工業用水道事業） 北茨城市（一般行政職）

１人当たり平均支給額（令和６年度）

水道事業 １，５５３千円

１人当たり平均支給額（令和６年度）

１，６１９千円

（令和６年度支給割合）

期末手当 勤勉手当

２．５０月分 ２．１０月分

（１．４００）月分 （１．０００）月分

（令和６年度支給割合）

期末手当 勤勉手当

２．５０月分 ２．１０月分

（１．４００）月分 （１．０００）月分

（加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算 ５％～１５％

（加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算 ５％～１５％
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イ 退職手当（令和７年４月１日現在）

（注） 退職手当の１人当たりの平均支給額は、令和７年度に退職した職員に支給された平均額である。

ウ 地域手当

エ 特殊勤務手当（令和７年４月１日現在）

オ 時間外勤務手当

北茨城市（水道、工業用水道事業） 北茨城市（一般行政職）

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 19.6695月 24.586875月 勤続２０年 19.6695月 24.586875月

勤続２５年 28.0395月 33.27075月 勤続２５年 28.0395月 33.27075月

勤続３５年 39.7575月 47.709月 勤続３５年 39.7575月 47.709月

最高限度額 47.709月 47.709月 最高限度額 47.709月 47.709月

その他の加算措置
定年前早期退職特例

措置（割増率2～20％）
その他の加算措置

定年前早期退職特例

措置（割増率2～20％）

1人当たり平均支給額 ― 21,698千円 １人当たり平均支給額 6,187千円 19,821千円

支 給 実 績（６年度決算） ０千円

支給職員１人当たり平均支給年額（６年度決算） ０円

支給対象地域 支給割合 支給対象職員数 国の制度（支給割合）

北茨城市 ０ ％ ０人 ０％

支給割合が国の制度

による支給割合を上

回る場合、

その理由

支給実績（令和６年度決算） 水道事業 １８千円

支給職員１人当たり平均支給年額（令和６年度決算） 水道事業 ３，６００円

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和６年度） 水道事業 ２９．４％

手当の種類（手当数） １

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給実績（令和６年度決算） 左記職員に対する支給単価

深夜漏水事故処理出動手

当

深夜漏水事故処理に従

事する職員
深夜漏水事故処理 18千円 2,000円／回

支給実績（令和６年度決算） 水道 ３，５４８千円

支給職員１人当たり平均支給年額（令和６年度決算） 水道 ３９４千円

支給実績（令和５年度決算） 水道 ２，９３３千円

支給職員１人当たり平均支給年額（令和５年度決算） 水道 ２４５千円
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カ その他の手当（令和７年４月1日現在）

手当名 内容及び支給単価
国の制度

との異同

国の制度と

異なる内容

支給実績

(令和６年度決算)

支給職員

１人当たり

平均支給年額

(令和６年度決算)

扶 養 手 当

○配偶者 3,000円／月
○配偶者以外の扶養親族

1人につき 子ども11,500円／月
それ以外6,500円／月

○満16歳の年度初めから満22歳年度末ま
での子がいる場合の加算額

１人につき5,000円／月

同じ 水道 1,590千円 227,143円

住 居 手 当
○月額16,000円以上支払っている職員に対
し家賃等の額に応じ 最高月額 28,000円 同じ 水道 0千円 0円

通 勤 手 当

○交通機関利用者 最高月額 55,000円

○自動車等使用者 距離に応じ2,400円／

月～33,200円／月

異なる

自動車使用

者に限り、

距離に応じ

月 400 円～

1,600 円の

加算あり

水道 977千円 69,786円

管 理 職 手 当

○支給額
部長：65,000円、次長：50,000円、
参事：45,000円、副参事：43,000円、
課長：40,000円、室長・主査：35,000円、
課長補佐：30,000円

同じ 水道 2,940千円 490,000円

休日勤務手当

祝日法における休日及び年末年始の休日に
勤務した場合に支給
支給額＝1時間当たりの給与額×135／100
×勤務時間数

同じ 水道 0千円 0円

夜間勤務手当

正規の勤務時間として午後10時から翌朝午
前5時に勤務した場合に支給
支給額＝1時間当たりの給与額×25／100×

勤務時間数

同じ 水道 0千円 0円

単身赴任手当
基本額23,000円に距離に応じ、6,000円か

ら45,000円を加えた額
同じ 水道 0千円 0円

災害派遣手当

災害応急対策又は災害復旧のため派遣され

た職員に対し、本市に滞在する期間、施設の

区分に応じ、3,970円／日～6,620円／日を

支給。

水道 0千円 0円

管理職員特別

勤 務 手 当

管理職員が、臨時又は緊急の必要により、週
休日、休日、年末年始の休日に勤務した場合
支給。
部長・参事：8,000円／回
副参事・課長・主査：6,000円／回
課長補佐：4,000円／回
（勤務時間が6時間超の場合はそれぞれ
150／100を乗じた額）

同じ 水道 159千円 31,800円



16

（２）病院事業

①職員給与費の状況

ア 決算

（注）１ 職員手当には退職手当を含まない。

２ 職員数は令和７年３月３１日現在の人数である。

②職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（令和７年４月１日現在）

（注） 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。

区 分 事 業
総 費 用

（Ａ）

純損益又は

実質収支

職員給与費

（Ｂ）

総費用に占める

職員給与費比率

（Ｂ／Ａ）

(参考)

Ｒ５年度総費用に占

める職員給与費比率

Ｒ６年度
千円 千円 千円 ％ ％

病 院 3,935,603 △512,797 2,118,822 53.8 50.4

区 分 事業
職員数

（Ａ）

給 与 費 一人当たり

給与費

（Ｂ／Ａ）

（参考）
市町村平均
一人当たり
給与費給 料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）

Ｒ６年度
人 千円 千円 千円 千円 千円 千円

病院 187 702,052 175,449 366,762 1,244,263 6,654 7,465

区 分 事業 職種別 平均年齢 基本給 平均月収額

北茨城市 病 院

医 師 64.5歳 822,696円 1,261,458円

医療技術 41.3歳 312,451円 369,329円

看 護 40.4歳 318,877円 344,671円

事 務 43.2歳 320,102円 362,292円

全 体 41.2歳 322,976円 366,022円

団体平均 病 院

医 師 43.8歳 576,481円 1,429,309円

看護師 42.0歳 315,921円 517,999円

事務職員 47.1歳 335,568円 526,889円

全 体 43.8歳 346,637円 618,183円
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③職員の手当の状況

ア 期末手当・勤勉手当

（注）（ ）内は、暫定再任用職員及び定年前再任用短時間勤務職員に係る支給割合である。

イ 退職手当（令和７年４月１日現在）

（注） 退職手当の１人当たりの平均支給額は、令和６年度に退職した職員に支給された平均額である。

ウ 地域手当

病院事業 北茨城市（一般行政職）

１人当たり平均支給額（令和６年度）

１，３５４千円

１人当たり平均支給額（令和６年度）

１，６１９千円

（令和６年度支給割合）

期末手当 勤勉手当

２．５０月分 ２．１０月分

（１．４００）月分 （１．０００）月分

（令和６年度支給割合）

期末手当 勤勉手当

２．５０月分 ２．１０月分

（１．４００）月分 （１．０００）月分

（加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算 ５％～１５％

（加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算 ５％～１５％

病院事業 北茨城市（一般行政職）

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 19.6695月 24.586875月 勤続２０年 19.6695月 24.586875月

勤続２５年 28.0395月 33.27075月 勤続２５年 28.0395月 33.27075月

勤続３５年 39.7575月 47.709月 勤続３５年 39.7575月 47.709月

最高限度額 47.709月 47.709月 最高限度額 47.709月 47.709月

その他の加算措置
定年前早期退職特例

措置（2～20％加算）
その他の加算措置

定年前早期退職特例

措置（2～20％加算）

1人当たり平均支給額 800千円 21,999千円 １人当たり平均支給額 6,187千円 19,821千円

支 給 実 績（６年度決算） ０千円

支給職員１人当たり平均支給年額（６年度決算） ０円

支給対象地域 支給割合 支給対象職員数 国の制度（支給割合）

北茨城市 ０ ％ ０人 ０％

支給割合が国の制度

による支給割合を上

回る場合、

その理由
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エ 特殊勤務手当（令和７年４月１日現在）

オ 時間外勤務手当

支給実績（令和６年度決算）
医 師 ８０千円

その他 ２６，９４４千円

支給職員１人当たり平均支給年額（令和６年度決算）
医 師 ８０，０００円

その他 ２８９，７２８円

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和６年度）
医 師 ０．６％

そ の 他 ６６．０％

手当の種類（手当数） ５

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

医師特殊勤務手当
医療職給料表（一）の適用を受

ける職員
医療（診療）行為全般

勤務1月につき

給料月額の22％以内の額

医師研究手当
医療職給料表（一）の適用を受

ける職員
医事調査研究、医学的判定等

勤務1月につき

95,000円以内の額

夜間看護手当

正規の勤務時間による勤務の

全部又は一部が深夜となる看

護職員（准看護師を含む）

休日を含む夜間勤務

6時間を超える場合

6,800円

6時間以内の場合

3,400円

休日勤務の場合には、上

記の金額に1.5倍の額

拘束手当
医療技術・看護職員（准看護師

含む）

平日夜間と土日終日の救急業務

に対応するための自宅拘束

1夜につき平日(土曜日を

含む) 2,500円

日、休日については、

4,000円

年末年始手当
医師、看護職員（准看護師含む）

医療技術職員、事務職員

年末年始における1日又は1勤

務の医療業務

1日又は1勤務につき

5,000円

(1月1日から1月3日ま

で及び12月29日から12

月31日)

支給実績（令和６年度決算）
医 師 ０千円

そ の 他 ４２，０２６千円

支給職員１人当たり平均支給年額（令和６年度決算）
医 師 ０円

そ の 他 ３６６，７７１円

支給実績（令和５年度決算）
医 師 ０千円

そ の 他 ３３，８９２千円

支給職員１人当たり平均支給年額（令和５年度決算）
医 師 ０円

そ の 他 ２２７，４６３円
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カ その他の手当

手当名 内容及び支給単価
国の制度

との異同

国の制度と

異なる内容

支給実績

(令和６年度決算)

支給職員１人

当たり

平均支給年額

(令和６年度決

算)

扶 養 手 当

○配偶者 3,000円／月
○配偶者以外の扶養親族

1人につき 子ども11,500円／月
それ以外6,500円／月

○満16歳の年度初めから満22歳の年度末
までの子がいる場合の加算額

１人につき5,000円／月

同じ
医師 0千円

その他 11,974千円

0円

249,458円

住 居 手 当
○月額16,000円以上支払っている職員に対し
家賃等の額に応じ 最高月額 28,000円

同じ
医師 0千円

その他 8,497千円

0円

339,880円

通 勤 手 当

○交通機関利用者 最高月額 55,000円

○自動車等使用者 距離に応じ

2,400円／月～33,200円／月

○高速道路等利用者（通勤距離等を考慮する

必要がある場合のみ）

高速道路等利用料の片道分

異なる

自動車使用

者に限り、距

離に応じ月

400 円 ～

1,600 円 の

加算あり

医師 0千円

その他 16,105千円

0円

95,296円

管 理 職 手 当

○支給額
院長：300,000円、副院長150,000円
診療部長：100,000円、部長：65,000円
次長・副看護部長：50,000円
参事：45,000円、副参事：43,000円、
看護師長、薬務室長、技師長：40,000円
課長：40,000円、室長・主査：35,000円、
課長補佐、副看護師長：30,000円

同じ
医師 4,800千円

その他 9,396千円

2,400,000円

494,526円

休日勤務手当

祝日法における休日及び年末年始の休日に勤
務した場合に支給
支給額＝1時間当たりの給与額×135／100×

勤務時間数

同じ
医師 0千円

その他 566千円

0円

31,444円

夜間勤務手当

正規の勤務時間として午後10時から翌朝午前
5時に勤務した場合に支給
支給額＝1時間当たりの給与額×25／100×

勤務時間数

同じ
医師 0千円

その他 10,154千円

0円

120,881円

宿 日 直 手 当
病院宿日直…職種、勤務時間により、

5,000円／回～50,000円／回
異なる 国4,200円

医師 0千円

その他 5,878千円

0円

209,929円

単身赴任手当
基本額30,000円に距離に応じ、8,000円から

70,000円を加えた額
同じ

医師 360千円

その他 0千円

360,000円

0円

災害派遣手当

災害応急対策又は災害復旧のため派遣された

職員に対し、本市に滞在する期間、施設の区分

に応じ、3,970円／日～6,620円／日を支給。

医師 0千円

その他 0千円

0円

0円

管理職員特別

勤 務 手 当

管理職員が、臨時又は緊急の必要により、週休
日、休日、年末年始の休日に勤務した場合支給。
病院長：50,000円／回
副院長：45,000円／回
診療部長：40,000円／回
看護部長・副看護部長8,000円／回
部長・参事：8,000円／回
看護師長・薬務室長・技師長：6,000円／回
副参事・課長・主査：6,000円／回
副看護師長・課長補佐：4,000円／回
（8,000円／回以下の者については、勤務時間
が6時間超の場合はそれぞれ150／100を乗じ
た額）

同じ
医師 0千円

その他 489千円

0円

28,765円


